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はじめに

宮城県は全国第 位のパプリカ生産地であり､そ

の多くは 以上の大規模施設により栽培されてい

る ）。大規模施設におけるパプリカ栽培では､年間

を通して作業時間が大きく変動するため､事前に従

業員の雇用計画を立てる必要がある。計画の作成に

あたっては､全作業時間の を占める収穫・選果作

業量の推定が重要で､そのために､着果数や収量予測

方法の確立が求められている。トマトでは､定期的に

収集した環境データ、生育データから収量を計算す

る推定式であるモデルの作成の取り組みが進んでお

り､日射量に基づいて乾物生産量からの収量予測が

行われている ）。しかし､パプリカではモデル作成

にあたってパラメーターに不明な点も多く、まだ､

取り組まれていない。本試験ではモデル作成にあた

り基礎となるデータの収集を行った。また、日射量

に基づいて乾物生産量のモデルを作成し､着果可能

な果実数をシミュレーションすることで､着果数お

よび収量予測を行った。

試験方法

パプリカの生育データの収集は県内 か所のパプ

リカ生産法人にて行った。調査には赤色 品種（‘

アルテガ’、‘ナガノ’）黄色 品種（‘ ’､

‘ステイヤー’）､オレンジ色 品種（‘オランディ

ーノ’）を試供した。調査項目および､生育モデルの

作成は表 の通りとした。いずれの品種も 年

月 日に播種し､ロックウールで育苗後､ヤシガラの

培地に定植した。栽植密度は主枝 本仕立てで､

あたり 株で主枝が 本であった。環境制御は

複合環境制御装置（ 社）を用いて行った。

生育調査は各品種 株ずつ行った。調査項目は開

花節数､着果数について行った。また､開花節数の結

果から総節数を求めた。収穫到達週数の調査は､肥大

開始 週間後程度の果長 ～ の果実を対象に調査

した。これらの果実にラベルを付け､収穫までかかる

週数を調査した。解体調査は各品種 株ずつ葉数､

葉面積を調査した。葉面積については葉面積計

（ 、 社）にて計測した。結果から､平

均個葉面積を､総葉面積／葉数として求めた。吸光係

数は､群落を 等分し､それぞれの地点での光強度を

ロング光量子センサ（ 、 社）で測定

した。その後､層別刈り取りを行い､それぞれの区間

の葉面積を測定した。その結果から群落上部の光量

子センサ（ 、 社）とロング光量子セ

ンサの相対値の対数を 軸に葉面積指数を 軸にプ

ロットし､傾きを吸光係数として算出した。

生育モデルの作成とシミュレーションは､相対受

光量の推定を‘アルテガ’と‘ナガノ’で行った。

また､ 品種の個葉面積と生育調査を行った 品種の

節数から求めた葉の展開速度をもとに の推移を

推定した。最適着果数は各品種の調査結果の平均値

に基づいて節あたりの葉数を 枚､ 枚､ 枚､ 枚

として､ 週間毎の値をシミュレーションした。

着果数 個 枝

＝果実新鮮重 平均果実重 個

／栽植密度 枝 ×収穫到達週数 …（ ）

果実新鮮重

＝果実乾物重 ／果実乾物率 …（ ）

果実乾物重

＝総乾物生産量 ×果実への乾物分配率

…（ ）

総乾物生産量

＝群落の受光量 ×光利用効率 ／

…（ ）

群落の受光量

＝受光率× 全天日射量

×施設の光透過率×遮光率 …（ ）

全天日射量は過去 年間の仙台市の平均値､吸光係

数（ ）は 実測値の平均 ､栽植密度は 枝

を用いたほか､不明な値は文献等からの推定値

を用いた。（果実乾物率： ､果実への乾物分配率

： ､光利用効率： ､施設の光透過率： ）。遮光

率は 月までを ､ 月以降を とした。
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試験結果及び考察

開花節数は摘芯時の 月中旬に’アルテガ’で

節､‘ナガノ’で 節､‘ ’で 節であっ

た（データ省略）。収穫到達週数は平均で 週と

なった。最終的な は から の間であった

（データ省略）。また､吸光係数は‘アルテガ’の

から‘ステイヤー’の の間であった。

シミュレーションの結果､節あたりの葉数の違い

によるパプリカ群落の は､最終的に各節に 枚葉

を付けた場合で 程度､ 枚付けた場合では 程

度と推定された（データ省略）。葉数の違いによる

枝あたりの着果数の推移は､パプリカの葉を各節

に 枚残した場合の 月に最大の 果となり､同時

期の 枚残した場合では 果と推定された（図 ）。

パプリカにおける総収量のシミュレーションの結果、

最終的な収量は ～ と推定された（図

）。

以上の結果から、パプリカの葉面積の推移に基づ

いて着果数および収量のシミュレーションが可能と

なった。ただし、時期毎の傾向はとらえられている

が、変動の大きい１～ 週間といった短期間での予

測には不十分であり、今後は着果数と合せて予測す

るなどの改善が必要であると考えられた。

まとめ

本試験では、パプリカにおいて日射量に基づいて

乾物生産量のモデルを作成し､シミュレーションす

ることで､着果数および収量予測を行った。その結果、

着果数は､ 月に最大となり ～ 果と推定され

た。また、最終的な収量は ～ と推定

された。

なお、本研究は「革新的技術開発・緊急展開事業」

（うち経営体強化プロジェクト）「作業管理システ

ム及び生育予測を核とした大規模施設園芸発展スキ

ームの構築」及び一部の調査は、「次世代施設園芸

地域展開促進事業」により行った。
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表 調査概要および生育モデルの作成とシミュレーション項目

図 各節の葉数を ､ ､ ､ 枚とした場合の 図 各節の葉数を ､ ､ ､ 枚とした場合の

枝あたりの着果数推移シミュレーション結果 収量推移シミュレーション結果

生育調査 収穫到達週数 解体調査 吸光係数 相対受光量 LAIの推移 最適着果数

実施時期 週に１回
6月9日

～9月19日
9月27日 9月27日

品種： アルテガ（赤色） ○ ○ ○ ○ ○

ナガノ（赤色） ○ ○ ○ ○

0226（黄色） ○ ○ ○ ○

ステイヤー（黄色） ○ ○ ○ ○

オランディーノ（オレンジ） ○ ○ ○

調査項目 生育モデルの作成とシミュレーション

各品種の調査結果の
平均値に基づいて，
節あたりの葉数を

1，1.5，2，3枚として
1週間毎の推定値を
シミュレーション
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